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2) 1人当め県民所得の変動部数町時系列変化を計測することに土勺て，篠原[4) 姫下 r3]・
綿貫 [8]等に示されている。
の坂下[3:経済企画庁[2]・田原動木 [5) 様ー本 [G] 畑貴[8]をみよ。






























































































































3 26.57127.03 19.34 
業 18.79 22.51 25.55 2 
第 2 次産業| 22.41 21.18 21.94 17.53 
製 造 業 25.26 23.34 23.64 2口04
建 設 業 27.76 24.60 25.34 18.33 
そ の イ自
第 3 次産業| 21.87 17.48 13.53 
卸・小売業 24.94 20.89 23.46 21.22 
金不融動・保産険業・ 25.43 21.63 17.23 15.72 
サービス業 14.83 13.81 14.49 11.65 














































































































口比率をたて刺321を横軸にと て，県別産業別生産性の分布を， 特徴的Lザ つ
な産業について描いたのが図 2である。値はそれぞれ昭和50年のものである。
表 4は全国で0比較生産性を示してい与が，これによって分布の中心がわかり，
表 3によって分布のおよその傾きがわかるυ 少な〈とも次の 2つの場合に分類
地域間労働生産性格差と就業構造 (531) 103 
表3 人口集中と産業別平均生産性。相関 [(DID人口比率)iと (VjL)ij]
一一一一一J ta 昭和40年 昭和信年 昭和50年
企産業| 0.9114 0.8537 0.8696 
第 1 次産業 0.4439 0.4353 0.2974 
第 2 次産業 0.6329 0.5633 0.5666 
製 造 業 0.5923 0.5965 0.5960 
建 設 業 0.3117 0.1912 0.2555 
そ の 他
第 3 次産業 l 0.7535 0.7604 0.7173 
卸・小売業 0.8181 0.7842 0.7432 
金不融動・保産険業・ -0.0833申 0.0515本 0.0300* 
サーピス業 0.3169 0.3882 。1124ネ








第 2 次産業| 1.2813 1日471
製 五血旦 業 1.3824 1.1704 1.1962 1.0738 
建 設 業 0.9316 1.1160 1.1360 0.9778 
そ の 他
第 3 次産業| 1.1374 
卸・小売業 1.0618 0.9591 0.9127 0.9149 
不金融動・保産険業・ 4.1000 3.9402 3.8795 3.3738 
サーピス業 0.9865 1.0321 0.9359 0.9795 








0.9102 -0.8830 0.8304 
第 2 次産業| 0.7584 0.5850 0.4206 
製 造 業 0.6914 0.5127 0.3793 
建 設 業 0.3887 0.4343 0.1023 
-'1: の 他
第 3 次産業| 0.8337 0.7343 0.7302 
卸・小売業 0.8992 0.8596 0.8465 
金不融動・保産険業・ 0.~~~3 0.8~53 0.8731 
サ}ピス業 0.5204 0.3454 0.3483 
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とっており，これが DID比率とかなり高い相関を持つのだから， 分子 Vij/Lりが DID比率
にかかわらずほぼ一定でみることがこの点からも確かbられる o DID比三転とサー ピス業の比較
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比較生産性
図4 サーピス業の比較生J産性
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